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• 太地町では、令和３年度内閣
府未来技術社会事業に応募し、
「自動運転やドローン等未来
技術を活用した高齢者が幸
せを感じるまちづくり事業」
が採択されました。

• 令和４年度に自動運転や車載
カメラを活用した見守りサー
ビスを実装するため、令和４年８月～９月の２か月間に実証実験を行
い、構想からわずか１年５ヶ月でサービスを開始しました。

• 太地町の高齢化率は約４５％で、高齢者が安心して暮らせるように整
備されました。

• 町役場をスタートし、町営じゅんかんバスでは運行できないエリアを
中心に、漁協スーパー･老人憩いの家･病院等を周回する１周３.２ｋｍ
所要時間約４５分のルートで、２台体制（１日１８便）で運行してい
ます。

• フリー乗降性でタクシーのように手を挙げていた
だければ止まり、太地町のテーマソングで接近を
お知らせします。

• 車両はヤマハ発動機製のランドカーで、道路に埋
められた電磁誘導線に沿ってゆっくり走ります。

• 太地町の住宅密集地の道路事情に合わせてコンパ
クトサイズが採用されました。

• 手動では運転が難しい狭路でも、自動運転であれ
ば安全を確保した走行が可能です。

• 自宅前や目的地などのバス停以外でも乗降ができ、利便性が高いのも
特徴です。

～スローモビリティで街中の高齢者にやさしい移動環境
「自動運転」が令和４年１１月１日から地域に実装～

漁協スーパー

※出典）SIPcafe ～自動運転(自動運転見聞録)～ から引用

■走行ルートと自動運転車両

電磁誘導線

・定 員 ：乗客４名
・速 度 ：１２ｋｍ/ｈ程度
・導入台数：２台(１日１８便)
・運 賃 ：無 料
・利用状況：平均２０.4人／日

※出典）太地町資料より

・コース１週３.２km
・約４５分、時計回り

■概 要
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１）太地町が描く町のビジョン
太地町役場は、社会的弱者に対してのまち作りを重点的に行うべきと考え、２００４年(平成１６)から３年間、
職員が一人暮らしの高齢者のお宅訪問を行いました。

中には「葬式代を貯めている。子どもに迷惑かけたくない」と我慢して健康を害しながら生活をしている高齢
者の方がいらっしゃり、その実情が町長や役場の職員に大きな影響を与え、「誰もが手を携えてもらいたい時
に、誰にも手を携えてもらえない挫折感は、言葉にできないものがあります。だからこそ高齢者をまちが守っ
ていく必要があり、責任を持ってまち作りをしていく必要がある」と、国民年金で生活できるように環境を整
備するなど、高齢者にやさしいまち作りを進めています。

そのために、自動運転サービスはなくてはならないツールなのです。

太地町役場の担当者から話を聞きました！ （総務課_和田正希氏）

２）約１年半で構想から実装まで和歌山県の太地町で実現できた理由
滋賀県東近江市の自動運転の事例を見に行きました。ゴルフ場などでも走っているランドカーを用いた自動運転サー
ビスはそれほど難しくはないので、やる気がある地域は独自に実装できると感じていました。実装が前提だったので
できたのだと思います。

この事業は内閣府の未来技術社会実装事業に応募して採択を受けています。地域実装協議会を立ち上げ、紀南河川国
道事務所･和歌山県･ヤマハ発動機さん、関係者の皆さんには太地町に足を運んでいただいて、「このルートは走らせ
られるかな」とみんなで歩き回ったんです。それを元に図面に落とし込んで、警察に「和歌山県初ですが、このよう
な形で進めさせてもらってもいいですか」と安全対策などをお話ししました。

※出典） SIPcafe ～自動運転(自動運転見聞録)～ から引用

３）狭いところを走れるレベル２がちょうどいい
狭いところを走るには、半自動のハイブリッド的なレベル２がちょうどいいんです。太地町は和歌山県３０市町村の中で一
番面積小さく、全国でも12、13番目に小さいまちです。クルマ1台がぎりぎり通れるかどうかといった細い道が多く、そこ
に高齢者がお住まいです。

狭いところを走ることができ、手動運転でも難しいところをサポートしてくれ、ゆっくり走る。地域の見守りを含めて日々
みなさん元気でお過ごしか、人が乗って確認することができるレベル２のランドカーがちょうどいいです。

はじめは７人乗りを想定していたのですが、道幅が狭くて導入が難しく、５人乗りになりました。実証実験のときに１台で
４５分に1回走るようにしたら、乗り切れないことがあるのがわかりました。また、まちの中心にある漁業スーパーで買い物をしたおじいちゃんおばあ
ちゃんに「店の中でバスをどれぐらい待っているんですか」と聞くと、「３０分話している人はたくさんいるよ」という声がありました。
２０分に１本走らせれば、満車で乗れなくても、２０分程度なら待ってもらえるだろうということで２台体制にしました。

よく利用される方は、この車両のことを”マイカー”って言ってくださいます。最初は社会的受容性の問題を気にしていましたが、わずか３カ月で受入ら
れてきていると感じています。

和歌山県太地町
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(1)ご利用時の主な目的を教えてください。 (2)安全な乗り物だと思いましたか。 (3)車両の乗り心地はいかがでしたか。

■対象地区： 水之浦、寄子路、新屋敷、小東、大東

■調査方法： 全戸への郵送配布・郵送回収方式

■実施期間： 2022年10月3日（月）～10月24日（月）

■調査結果：以下（抜粋）

(4)移動手段として便利だと思いますか。 (5)自動運転サービスに満足できましたか。 (6)今後も自動運転を続けてほしいと思いますか。

n=50 n=49

n=47

n=45

概ね、すべての項目で利用者の満足を得ている状況です。

※出典）太地町資料より

～自動運転走行ルートの沿道地区アンケートの結果～

(%)

n=46 n=46
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• 今、若くて自動車の運転ができても、いずれ乗れなくなるので、自動運
転サービスが町内全体に広がれば良いと思います。

• 押し車での生活で、買物は生協の宅配便を利用していました。自動運転
を利用するようになって買物も自分で出来て、楽しく毎日を過ごしてい
ます。自動運転を利用するようになって外出する事が楽しく、ありがた
く感謝の気持いっぱいです。今後続けて頂ければと思います。

• 登校できなかった子供が、カートに乗って毎日登校できるようになりま
した。時間に合わせて自分から用意をし、家を出る事ができています。
カートが登校の第一歩になり、とてもうれしいです。きっかけをありが
とうございます。いろんな意見があると思いますが。我が家にとっては、
とても重要な交通手段ですので、どうぞこれからも続けて下さい。

• 本当に有難いことと感謝しております。今はなるべく歩かなくてはと思
い頑張っておりますが、それもだんだん大変になって来ております。近
い中にお世話になるかと思っております。

• 自動運転の補助者の方はとても親切でした。雨の日は大変だなと思いま
す。走行ルートに車がはみ出して駐車しているところがありました。乗
ることに抵抗もある方もいると聞きます。地区ごとにでもPRして一度試
乗してもらったらもっと周知されると思います。

• 交通手段がなくなれば、自分自身がありがたいサービスだと思います。
今乗車している方をみますと話しをしながらいい笑顔だと思います。

• 私は循環バスにも乗った事がなかったのですが、病院出た所で自動運転
サービスの運転手さんが声を掛けてくれて乗りました。役場で時間待ち
はありましたがとても助かりました。私は腰の骨接をしているので車両
の振動にはいつも不安があって、この自動運転サービスの車両もカーブ
の時に恐かったです。それ以外は良かったです。また利用したいと思い
ました。

• 自動運転について、買物して荷物が重たい時にはとっても便利だし、た
すかると思います。これからも楽しくのせてもらいます。

• 自動運転サービスは、お年寄りや子供にとても良いと思います。

• 足がわるいのでありがたいです。

• 年寄りの付添いで1度乗せて頂きました。高齢者はありがたいと思いまし
た。

沿道地区アンケート(主な自由意見/感想等)

※出典）今後の展開は、太地町資料より
画像はSIPcafe ~自動運転(自動運転見聞録)~から引用※出典）太地町資料より

JR太地駅

燈明台

■第１段階 Ｒ４年11月から実装（延長：3.2km）
■第２段階 Ｒ５実施予定
■第３段階 実施予定（ルートは想定）

太地町_自動運転サービスの今後の展開(案)

「道の駅」たいじ

くじらの博物館

燈明台

※地図）Googleマップより

：高齢化が顕著な地区
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